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資源物の持ち去り行為はルール違反です

●ごみの不法投棄は、犯罪です。不法投棄を見つけた場合はご連絡ください。

●ごみの野外焼却や基準を満たさない焼却炉の使用は、犯罪です。野外焼却を見つけた
　場合はご連絡ください。

①発見日時 ②発見場所 ③車両（ナンバー） ④行為者の特徴

●事業ごみは、産業廃棄物（20種類）と事業系一般廃棄物（資源物・可燃ごみ）に分けられます。
●事業者は、自らの責任で、事業ごみを適正に処理する責務があります。
　 （市では事業ごみを収集しません）

事業ごみの分け方・出し方について詳しくは、
◎パンフレット「事業ごみの分け方・出し方」
　各環境事業所または事業ごみ減量課で配布しているほか、仙台市ホームページからダウンロードできます。

◎仙台市ホームページ（https://www.city.sendai.jp）
（トップページ＞事業者向け情報＞環境・衛生＞廃棄物・リサイクル＞事業ごみの処理＞手引き＞事業ごみの分け方・出し方）

■お問い合わせ

集積所に出された紙類やアルミ缶などの資源物は、市民の皆さまが仙台市のルールを守っ
て出した大切な資源です。資源物の持ち去り行為を見かけた場合はご連絡ください。

ごみの不法投棄や野外焼却は法律で禁止されています

事業所から出る「事業ごみ」の分け方・出し方は、
家庭から出るごみとは異なります

連絡ポイント

①発見日時 ②発見場所 ③ごみの内容連絡ポイント

◎例外として野外での焼却が認められる場合があります。ただし、その場合でも、悪臭や煙害などで近隣の迷惑に
　ならないように配慮する必要があります。

■連絡先／持ち去り行為を見かけた区の環境事業所

◎火災とまぎらわしい煙や火炎を発生する恐れがある場合は、事前に消防署への届出が必要です。
　また、市販の小型焼却炉での焼却は野外焼却にあたる場合があります。

不法投棄されたごみは、投棄者が見つからない場合、その土地などの管理者が処分する責任があります。
定期的に草を刈る、柵を設けるなど、日頃から不法投棄されない環境づくりを心がけましょう。

■連絡先／発見場所の区の環境事業所または産廃110番へ

【野外焼却が例外的に認められる例】
○どんと祭などの風俗慣習上または宗教上の行事
○稲わらの焼却など、農業などを営むために必要なもの
○たき火やキャンプファイヤーなど軽微なもの　

【主な焼却炉構造基準】
○外気と遮断して、８００℃以上で焼却できること
○温度計や助燃装置などを設置していること　

☞P.38

☞P.38

量や種類に関わらず、家庭ごみの集積所には出せません。
事業所には、法人組織だけでなく、学校、工場、飲食店、商店をはじめ自営業、
個人の在宅ワークや非営利の各種団体などが含まれます。

／産業廃棄物について  事業ごみ減量課事業係 ☎022-214-8235
　事業系一般廃棄物について 事業ごみ減量課指導係 ☎022-214-8679
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